
平成２７年３月２７日 
 

「学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック（改訂版）」の 
公表について 

 

１．背景・目的 

東日本大震災では天井材の落下など、非構造部材※1に大きな被害が発生しました。児童

生徒等の安全確保や地域の避難所としての機能確保のためには非構造部材の耐震対策が重

要であることから、平成２２年３月に作成した非構造部材の耐震化ガイドブックの改訂に

ついて有識者会議※2で検討を行いました。 
※1 非構造部材：建物の構造体以外の天井材、照明器具、窓ガラス、外装材、内装材、設備機器、家具等 

※2 「学校施設における非構造部材の耐震対策の推進に関する調査研究協力者会議」（主査：岡田恒男 日本建築防災協会理事長） 

 
２．主な改訂の内容 （添付資料参照） 

今回の改訂の主な内容は以下の通りです。 
１．学校設置者と学校の役割を明確化するなど点検の考え方を再整理 
２．ガイドブックを活用した点検事例を掲載するなど分かりやすく・使いやすくする 
３．東日本大震災の被害や吊り天井の新たな基準などを踏まえ点検内容・項目を追加 

 
３．今後の予定 

・ガイドブックの全文は文部科学省ホームページに掲載します。 
・国公立学校の設置者及び都道府県私立学校所管課等にガイドブックを送付するととも

に、非構造部材の耐震対策の推進を改めて要請します。 
・ガイドブックの活用について普及・啓発を進める予定です。 

学校において天井や照明など非構造部材の耐震対策を進める際の参考となる「学校施設の

非構造部材の耐震化ガイドブック」（平成２２年３月初版）を、東日本大震災における被害

などを踏まえて改訂しましたので、公表します。 
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学校施設は子供たちの活動の場であり、非常災害時には地域の避難所としての役割も果たす
ことから、その安全性の確保は極めて重要であり、構造体の耐震化が進められている。
一方、東日本大震災など過去の震災では天井や照明などの非構造部材にも大きな被害が生じ
ており、これらは構造体の被害が軽微な場合や耐震補強済みの建物でも発生していることか
ら、非構造部材についても耐震対策を進めることが重要。

「非構造部材」とは・・・天井、照明器具、窓・ガラス、内外壁、設備機器など

学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック（改訂版）
地震による落下物や転倒物から子供たちを守るために –耐震点検の実施-

文教施設企画部施設企画課防災推進室

学校設置者及び学校がそれぞれの役割を理解し、関係部署や専門家と連携して非構造部材の
点検に取り組めるよう、非構造部材の耐震化の重要性とともに、点検の内容や手法などをわ
かりやすくまとめている。

平成22年3月に初版を発行し、東日本大震災の被害や新たな技術基準等を踏まえ平成27年3月
改訂。

＜内容＞

■非構造部材とは

■点検の考え方

■点検の実施方法及び点検を踏まえた対応

■点検チェックリスト及び解説（学校編／学校設置者編）

点検チェックリスト

点検項目

天井／照明器具／窓・ガラス／外壁／内壁／設備機器

テレビ／収納棚／ピアノ／エキスパンション･ジョイント

■具体的な点検事例

建築専門の職員がいない小規模な教育委員会の事例など、

ガイドブックを活用した点検事例

主な内容

点検項目の解説の例

背景

天井材 照明器具 窓・ガラス 内外壁

地震による被害例

天井材 照明器具 窓・ガラス 内外壁



○東日本大震災など過去の震災では天井や照明などの非構
造部材に大きな被害が発生。

○東日本大震災の被害や新たな技術基準等を踏まえ、現行
版ガイドブックをより分かりやすく有益なものになるよ
うに改訂し、学校施設の非構造部材の耐震対策を推進す
る。

「学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック」
主な改訂の内容

１．点検の考え方を再整理

①ガイドブックの目的を明確化
非構造部材を点検し、予防的な対策に結びつけること

②学校設置者と学校の役割を明確化
学校設置者：施設の管理者として点検、計画的に対策
学校：施設を使用している者として異常を早期発見

③点検内容に応じて点検時期を整理

２．分かりやすく・使いやすくするための修正

④学校編、学校設置者編を独立した章とするなど、実際
の点検で活用しやすいよう構成を見直し

⑤チェックリストのアレンジ例など、具体的な使い方を
記載

⑥建築専門の職員がいない小規模な教育委員会の事例な
ど、ガイドブックを活用した点検事例を掲載

３．点検内容・項目の追加等

⑦東日本大震災の被害や吊り天井の技術基準等を踏まえ、
点検項目を追加

⑧耐震対策に当たって構造体と一体の検討が必要なもの
について、その旨を記載

⑨学校設置者が対策の優先度を検討するに当たって参考
となるよう、被害が起きた場合特に注意が必要となる
ものについて危険性を明記

■背景・目的

■主な改訂の内容
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○学校設置者等にガイドブックを送付、非構造部材の耐震対策の推進を改めて要請

○ガイドブックの活用について普及・啓発を進める（27年度） など

■今後の対応

天井材が全面的に脱落した例

チェックリストのアレンジ例

自治体の点検事例


